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・エンジニア人材の需要が一層高まり、理工系学生の需給ギャップが
広がる中、特に地域の中小企業では人材確保がますます困難化

・コロナ禍からの経済活動の正常化が進み、人材獲得競争は激化

職業別求人倍率 （富山労働局、令和５年６月）

専門的・技術的職業従事者：2.05倍、事務従事者：0.65倍

県内中小企業の理工系人材確保難は切迫した課題

人材確保対策①（理系人材）

奨学金返還助成制度の拡充

（背景）
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本県産業の人材確保を支援するため、県内企業に就職
する理工系・薬学部生に、奨学金返還を助成する制度

県外企業等

県内企業（注２）

理工系・薬学部生（注１）

10年間在職

助成あり

注１ 現行制度では、県外大学の学生に限定。
注２ 富山県内の中小企業・中堅企業で、あらかじめ制度に登録した企業。
注３ 助成額は、理工系学部は２年分、理工系院生は２年分、薬学部は６年分。

県と企業が折半して負担。

（注３）

助成なし

現行制度

就 職

就職活動
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〇 制度を利用できる学生数を大幅に拡大

現 行 拡 充 後

対象の
学 生 県外大学の理工系・薬学部生 全ての理工系・薬学部生

対象の
奨学金

富山県奨学資金
日本学生支援機構第一種奨学金

日本学生支援機構第二種奨学金
を対象に追加

〇 現在の大学３年生から就職活動に利用できるように
10月からスタート

約200人→700人

※ 制度の詳細は県ホームページをご確認ください。

拡充内容

担当：労働政策課


